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衆
議
院
議
員
川
端
達
夫
君
提
出
国
の
危
機
管
理
と
国
民
の
知
る
権
利
、
情
報
公
開
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を

送
付
す
る
。 



 

一 

衆
議
院
議
員
川
端
達
夫
君
提
出
国
の
危
機
管
理
と
国
民
の
知
る
権
利
、
情
報
公
開
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答 

弁
書 

一
に
つ
い
て 

小
渕
内
閣
総
理
大
臣
の
病
状
を
正
式
に
見
極
め
て
か
ら
発
表
す
べ
き
も
の
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。 

二
及
び
三
に
つ
い
て 

青
木
内
閣
官
房
長
官
に
よ
れ
ば
、
小
渕
内
閣
総
理
大
臣
が
昏
睡
状
態
に
陥
っ
た
こ
と
は
、
四
月
二
日
午
後
十
一
時
半
の
記

者
会
見
後
、
「
総
理
が
十
一
時
三
十
分
ご
ろ
昏
睡
状
態
に
な
ら
れ
た
」
旨
の
連
絡
に
よ
り
判
明
し
た
が
、
同
長
官
は
、
同
日

午
後
七
時
ご
ろ
に
小
渕
内
閣
総
理
大
臣
と
面
会
し
た
際
「
有
珠
山
噴
火
の
心
配
も
あ
り
、
何
か
あ
れ
ば
万
事
よ
ろ
し
く
頼

む
」
と
指
示
を
受
け
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
災
害
等
の
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
時
点
で
直
ち
に
内
閣

総
理
大
臣
臨
時
代
理
と
し
て
の
職
務
を
開
始
で
き
る
態
勢
に
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

内
閣
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
よ
う
な
「
政
治
の
空
白
」
が
あ
っ
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

四
に
つ
い
て 

青
木
内
閣
官
房
長
官
に
よ
れ
ば
、
小
渕
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
同
長
官
に
対
し
「
有
珠
山
噴
火
の
心
配
も
あ
り
、
何
か
あ
れ 



 

二 

ば
万
事
よ
ろ
し
く
頼
む
」
と
指
示
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
衆
議
院
本
会
議
で
の
答
弁
は
、
よ
り
正
確
に
指
示
の
内
容

を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。 

五
に
つ
い
て 

青
木
内
閣
官
房
長
官
が
、
四
月
十
日
の
記
者
会
見
で
、
四
月
二
日
に
病
院
を
往
訪
し
た
際
に
見
せ
ら
れ
た
脳
の
断
面
写
真

に
つ
い
て
言
及
し
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
小
渕
内
閣
総
理
大
臣
が
そ
の
時
点
に
お
い
て
危
険
な
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
と
の
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。 

な
お
、
病
状
等
に
つ
い
て
は
、
小
渕
内
閣
総
理
大
臣
が
入
院
し
た
翌
日
以
降
、
同
長
官
が
記
者
会
見
に
お
い
て
随
時
明
ら

か
に
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

六
に
つ
い
て 

小
渕
前
内
閣
総
理
大
臣
の
御
家
族
の
御
意
向
を
踏
ま
え
て
判
断
す
べ
き
問
題
で
あ
り
、
現
時
点
で
医
師
団
か
ら
の
発
表
を

求
め
る
考
え
は
な
い
。 

七
に
つ
い
て 

今
回
の
経
験
を
踏
ま
え
、
去
る
四
月
十
四
日
に
、
森
内
閣
総
理
大
臣
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
事
故
の
あ
る
と
き
又
は
内
閣 



 

三 

総
理
大
臣
が
欠
け
た
と
き
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
内
閣
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
号
）
第
九
条
に
基
づ
き
内
閣
総
理
大

臣
臨
時
代
理
を
第
一
順
位
か
ら
第
五
順
位
ま
で
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 
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